
 

１．研究課題名 
「温暖化の危険な水準及び温室効果ガス安定化レベル検討のための 
温暖化影響の総合的評価に関する研究」 

２．研究代表者氏名及び所属 
   三村 信男（茨城大学） 
３．研究実施期間 

平成17～21年度 
４．研究の趣旨・概要 
地球温暖化防止のため国連気候変動枠組条約は、その究極の目標を「地球の気候系に

対して危険な人為的干渉を及ぼすことにならない水準において、大気中の温室効果ガス

の濃度を安定させること」においている。しかしながら、「安定化すべき濃度」を、例

えば大気中の二酸化炭素何ppmにすべきかについて、まだ確固たる知見は得られてなく、
温室効果ガス濃度と影響の危険な水準との関係を明らかにすることが、緊急課題となっ

ている。近年、欧州各国は、将来の影響出現経路や対策コストの比較などの研究を進め、

危険な影響を回避するための安定化濃度を提案している。さらに、2007 年に発表予定の
IPCC 第4 次評価報告書においても地球温暖化がもたらす危険な影響と脆弱性は重要な
テーマとなっている。わが国にとっても、今後、京都議定書の第1 約束期間（2008～2012
年）以降を見通した中長期的な気候政策立案のために、温暖化の危険な水準と安定化濃度

を科学的に検討することが緊急かつ重要な課題になっている。 
本プロジェクトでは、わが国及びアジア・太平洋地域を対象にして、分野別の影響（水

資源、健康、農業、生態系、沿岸域・防災）を定量的（物理的影響と経済影響）に把握し、

影響を和らげるための適応策を検討する。さらに、これらの研究成果を統合した排出・影

響予測総合評価モデルを開発することによって、温暖化影響の危険な水準と温室効果ガス

の安定化排出経路に関する研究を実施する。 
それによって、分野別の温暖化影響に関して確固たる知見が集積されるとともに、統合

されたわが国への影響と安定化濃度との関係が示されることによった、温暖化影響の視点

から達成すべき気候安定化の水準が提案できることが期待される。 
 
５．研究項目及び実施体制 
  ① 統合評価モデルによる温暖化の危険な水準と安定化経路に関する研究 

（(独)国立環境研究所） 
② 温暖化による水資源への影響予測に関する研究 

（東北大学、（独）農業工学研究所、東京大学、国土技術政策総合研究所） 
③ 健康面からみた温暖化の危険性水準情報の高度化に関する研究 

（(独)国立環境研究所、筑波大学、国立感染症研究所） 
④ アジア地域のコメ生産に対する温暖化影響の確率的リスク評価 

（(独)農業環境技術研究所、筑波大学、(独)国際農林水産業研究センター） 
  ⑤  温暖化の森林への影響と脆弱性の評価に関する研究 

（(独) 森林総合研究所） 
⑥  沿岸域における気候変動の複合的災害影響・リスクの定量評価と適応策に関する研究 

（茨城大学、国土技術政策総合研究所、九州大学） 
⑦  地球環境政策オプション評価のための環境・資源統合評価モデルの開発に関する研究 

（東北大学、名城大学） 

 



 

６．研究のイメージ 
 

・ 温暖化の危険な水準
・ 安定化経路とその影響
・ シナリオ下での影響総量

①影響予測の高度化
・ 経済評価手法の開発

・ 異常気象影響の検討

・ 分野間相互作用の検討

②シナリオ分析

・ 典型シナリオ下での分野別影響

の精緻な推計

③適応策の評価

脱温暖化2050
（S-3）

IPCC

UNFCCC

京都議定書

全球・地域気候シナリオＤＢ

①影響の統合評価の基礎的検討
・ 「危険な水準」の定義
・ 地域間・世代間公平性
・ 不確実性（ヘッジ戦略、予防原則）

③統合評価
モデルの開発

排出モデル研究
（推進費B-54等）

温暖化イニシアチ
ブ研究
極値現象による
影響評価（B-12）

気候モデル研究
（文科省共生P、
推進費B-1等）
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②全球影響
・ 分野別影響班で網羅できない地域・分野の
影響の評価または既存研究レビュー
・ 全球スケールの社会経済・気候シナリオの
整備

全球影響研究ＤＢ

排出・社会経済シナリオＤＢ

脆弱性マップ

温暖化感度関数

適応データベース

最適排出パス推計モデル
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サブ２～７（分野別影響評価班）

サブ１（総括班）

 


